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細川重賢夫人の手紙
川ロ恭子

1．夫人の人となり

久我右大臣通足りH1娘由婦

享保15年(1730)正月28日誕生

籍婚寛延３年(1750）２月２７日

明和４年３月の

手紙は、長男胤次

（治年）の庖瘡全

快のこと、側室嘉

門着帯のことが書

かれており、嘉門

は同年９月８日に

次男豪次を産ん

だ。重賢は明和３

久我家は公卿で村上源氏の一流、中院流の一つ

といわれる。先祖の源雅美が鴨)||と桂川が合流す

る久我（京都市伏見区）の地に別荘をいとなみ、

久我太政大臣と呼ばれたことにはじまるとする。

家業は笛と書かれているが､当道支配の家である。

当道とは目の不自由な人が琵琶や琴・三味線・鍼

・灸・按摩などを職業とするが、その免許を与え

た家である。

細川家との関係は、系図に示したように、近世

細川家第５代綱利が、弟新田支藩主利重の娘具を

養女として、久我右大臣惟通と結婚させたことに

はじまる。重賢夫人の祖母である。

～

年５月１日江戸を出発し、６月４日熊本着、明和

４年正月は熊本で過ごし、３月５日熊本を出発し、

江戸着は４月９日である。この時も側室の此井・

嘉門は重賢のお供をしている。

明和５年５月１日江戸を出発し、木曽路を通っ

て、６月６日熊本着である。翌年の参勤は、３月

５日熊本を出発し、４月１７日江戸に到着した。こ

の期間の夫人の手紙であり、側室の此井・嘉門は

この時も重賢のお供をしている。２現存する夫人の手紙

重賢に対して出された夫人の手紙は別紙の通り

である。（参照手紙一覧表）

明和４年３月１１日から同月２９日まで３通

明和５年６月７日から翌６年３月６日まで３０通

３．手紙の形

一覧表に示したように、折紙１枚から２枚綴り

３枚綴り、最も長いものは５枚綴りまである。切

紙も１枚から長文の切継紙が多い。

宛名は侍従様、花君の２種。差出人もゆふ、藺

舟（船）の２種である。

重賢は延享４年(1747)１１月２８日従四位下侍従に

叙任された。

花君は重賢の俳号、花（華）裏（裡）雨からと

られたものである。夫人の俳号は藺舟（船）であ

る。

なお、No.２６歳暮の祝儀状とNo.２７年賀状は散らし

書きである。

←

表紙の言葉

今号の表紙は貴重資料展「源氏物語

千年の時」でご覧いただいた、幽斎筆

『源氏物語」です。行間などに細川幽

斎(藤孝)の手による書き入れ注がみら

れます。詳しくは徳岡先生の文章をご

一読ください。

）

鑓

表紙の言葉
今号の表紙は貴重資料展．源為物語

越三の時」でご覧i,､ただいた、幽斎蕊

！P源氏物語`二です。行間などに細ﾉI幽

斎(藤拳)の弓.lこよる諄き入れ注がみら

れます。詳しくは徳岡先生の文章をご

・読ください。

：鍵鰯蕊1１
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｢童賢公日記」下巻（出水神社,1989.2）より著者作製系図を－部修正の上轤載。
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(手紙一覧表）

宛名 差出人名 内容年月日 形式Ｍ-1.

橋本源右衛門８日江戸着
胤次萢痘快復に肴の礼

花君髄舟(明和4年）３月］ＩＥ 折紙

折紙
３枚綴

橋本源右衛門８日江戸到着胤次庖痘のこと
かもん着帯のことお土産を待つ

蘭}l］花君(〃〕,

熊本発足・室住・室着祝、道中ご無事で
胤次のこと斧のこと
此井・かもんは東海道か木曽路か

侍従(〃）３月２９に 折紙 ゆふ沼

ゆふ暑中見舞大坂着を祝折紙 侍従(明和5年）６月７１コ

少
Ｍ
ｐ
Ｔ

(〃）水無月７に 侍従 箸ITI見郷白金。子供達の二と折紙 ゆふ５

k＝

時候挨拶星糞（魔よけ）の礼
白金・子供達の二と
中務少輔〔月翁）の安否尋ね

蝋,花霜(〃）水無Ｈ７Ｆ 蘭舟５

鶴崎着・熊本着を祝
筒口・二の丸・宮内より便り
子供達のこと

(〃〕水無月２３日 折紙侍從 ゆふ７

折紙 ６月１５日祭り見物のこと月

切紙 追伸天候のこと

【
§

切紙 花君 iiHlT舟 魑崎着を喜ぶ[０

残暑見灘子供達のこと
平太左衛門の安否を問う
此井へよろしく

折紙 花君 蘭舟11（〃〕６月２７旧

切継紙
色紙

1２（〃）６月２７日 花君 醐舟 静証|廃肩の痛み子供達のこと清源院逗留魁

1３（〃）〔７月２７日） 折紙 花君 閲舟 ６月１８日お手紙の返事

静証院肩の痛み智鏡院年賀和歌集作成のこと
胤次生身玉の祝子供達のこと
酒事ｽﾞ凸<下戸となる

折紙

５枚綴
1４（〃）７月２７日 花君 蘭舟

御機嫌伺八朔の祝月見の肴の礼
京都妹の安産

(〃〕９月朔旧 折紙 侍従 ゆふ

Ｆ
ｂ

。
’

７月１９日付お手紙の礼静証院．清源院、子供
達のこと２７ｐ月見し楽しんだこと
龍ロと屋敷の家臣達

折紙
４枚綴

1６（〃）菊月朔F１ 値君 蘭州

[７（〃）菊月２２日 折紙 侍従 返書弟久我信通の春宮大夫宣下を喜ぶゆふ

７

Ｍ〕 年月日 形式 宛名 差出人名 内容

(明禾|:4隼〉３１：］Ｉ「！ 折紙 雅君蘭ﾅﾔ’

(〃）
抄紙

３枚綴
花詔 蘭}１

(ﾉﾉ）３ﾉI２９１ｉ 折紙 侍従 ゆふ

熊本発足・室』!;・室着祝、道１１１ざ無事で
胤次のｒ・坐斧のｒと

此井・か#）んは東海道か木曽路か

(明和5年）６月７１二１ 折紙 侍従 ゆふ箸:１:見舞大坂着を祝

(ﾉﾉ）水無」１７１ 折紙 侍従 ゆふ 箸巾見郷；』1金。子供達のこと

６ (〃）水無月７限

(〃〕水無月２３日

ﾉﾄﾞ蕊：花霜

折紙侍従

蘭舟

ゆふ

時候挨拶星糞（魔よけ）の礼
白金・『｡供達のこと

１ド務少輔（月翁）の安否尋ね

鶴崎着・熊本着を祝
筒１１．－の丸・宮内より便り

子供達のこと

８ 折紙

10

切紙

切紙 花君 蘭舟

11 ('J〕６月２７日 折紙 花君 iiHi舟

1２（〃）６」j２７日
切継紙

色紙
姥君 蘭舟

折紙

折紙

５枚綴

花君．

花君

ljHl舟

矧舟

(ﾉﾉ〕９ｊ１城Ⅱ 折紙 侍従 ゆふ

1６（ﾉﾉ）菊月朔[１

1７（〃）菊月2２１１

折紙

４枚綴

折紙

佗君

侍従

蘭刑

ゆふ
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年月日 形式｜宛名 差出人名 内容No.

静証院肩の痛み全快清源院来邸京都より職
惣検校来り琴を弾く
子供達の食事・行儀の膜けについて

1８１（〃）９月２２日 切継紙花君花君｜岡舟

９月１８日のお手紙の礼９月１７日稽古能の番付

拝見智鏡院年賀和歌集のこと
子供達のこと

折紙

2枚綴
1９（〃）１０月１８日 花君蘭舟

折紙

3枚綴
寒気お見舞１０月９日玄猪の祝の礼
智鏡院の来邸子供達のこと

(〃）神無月１８日 花君蘭舟2０

寒中お見舞参勤時節伺について

白金・子供達のこと
折紙 花君蘭船(〃）１１月１１日2Ｉ

10月５日付お手紙の礼稽古能の番付拝見子
供たちのこと省略の書付拝見・承知

上屋敷の家臣の消息

先月１８日付飛脚便着ご返書の礼膝の具合尋ね
倹約のこと子供達のこと文箱の礼水前寺
出浮について

折紙

3枚綴
2２１（〃）１１月１１日 花君 蘭船

‘
折紙

3枚綴
花君 蘭舟2３１（〃）霜月１９日

追伸膝の痛みの｣快復を喜ぶ(〃）１１月２１日 切紙2４

霜月２３日付お手紙の返事白金・子供達のこと
うどん・鴨拝領の礼年忘れの酒事

2５（〃）１２月１９日切継紙｜花君｜蘭舟

折紙

散らし書
(〃）１２月２２日 侍従ゆふ歳暮の祝儀状2６

折紙

散らし書
(明和6年）正月朔日 侍従 年賀状ゆふ2７

12月２日付お手紙の返事

白金・子供達のこと初馬懸物進呈
智鏡院へ進呈の小袖出来

花君 蘭舟切継紙(〃）正月５日2８

折紙｜侍従｜ゆふ京都弟久我信通の従二位昇進の祝に対する礼状2９（〃）２月１８日

翅
正月１５日お手紙の礼智鏡院年賀祝子供達の

ことお手製のコタツのこと妙解院参詣道
中ご無事を祈る

静証院のこと清源院・埴姫来邸

子供達のこと

道中のご無事を祈る

３０１（〃）２月１８日切継紙 花君 蘭舟

折紙 蘭舟(〃）弥生朔日 花君3１

熊本ご発足を祝子ノ神に代参御符進上

道中のご無事を祈る
蘭舟折紙花君(〃）３月６日3２

静証院年賀祝智鏡院歌集子供達のこと
参勤途中、京都久我邸へお立ち寄り願う

切継紙花君｜蘭舟3３（〃）３月６日

８
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INC､２６歳暮の祝儀状】
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４倹約に関する手紙

重賢は、世上、宝暦の改革といわれる行財政改

革を行い、藩の建て直しを行った名君としてよく

知られているが、その後も改革は引き続き実行し

た。

中老として軍費を補佐した堀平太左衛門は、明

和３年11月家老となるが、藩の総収入34～35万石

に対し、支出の総額は39万５千石であり、損亡高

も17万５千石であったので、翌年から５ケ年間の

倹約・省略を命じた。明和４年には、５ケ年間倹

約を命じ、家中の手取米は13石としたが、翌５年

10月２日、再び、今年から５ケ年間格別省略を命

じた。

この倹約・省略令に対する夫人の手紙がNo.２２

折紙３枚綴りの11月１１日の手紙である。２，０００文

字を超える長文であるが、現代訳で紹介すると次

の通りである。

よく、紀伊家の`]､石川の皆様もお論いて、め

-てたいことと存じます。

殿のご発案て、千識いし（蕩枝）をお送り

頂き、恭〈存じます。好物てすので、早速戴

くことにいたします。お世話頂きましたこと

大変ありがたく存じます。

１称妹三十姫様のご主人安藤大和守様のご

体調が、まだ、捗々しくないとのこと、お気

の毒に存じます。

ｌ御;'1鍬の様、拝凡いたしました。

今度、厳しくご省略（倹約）を悴せ出され

ましたと鯵ことて、狛書付もお送り頂き、堀

平太左衛門からも（樋ロ）元鴛の方へ知らせ

があり、元鴛に読ませて承りました。

そちら様ても、厳しいご省喀を伸せ付職ら

れましたとのこと、用人からも委し<申して

ききして承りました。ざてきて、ご尤ものこ

とと存じます。

こちらても省鴨するようにと仲せ頂き畏ま

りよした。これまても、何かと省喀もいたし

よしたが､行き届かないこともございました｡

今度のことは、色々おめ~ぐたいこともあっ

て、ご入用もあることてございますのて、ど

のようにてもして暮らす所存てございますの

て、きたまた、厳しく申しつけます。付きの

者についても、調べて、省略をするように申

し付けます。杢乎へ頼みまして、万事、世話

をしてくれる答てございます。

今度、段々調べましたが、まだ調査がすん

て坊りません。私も|遜いつきましたことは老

茨逢にも申しつけます。これ迄、奥向きて行

き届かなかったことは、お聞きになっている

かと路います。

次右衛門も巻入いたしましたし、奥付の者

も３人になって鎌ゑりもよろしゅうございま

す。（木村）只右衛門も何かと世誌してくれ

ますし、高瀬も快く勤めてくれます。高瀬が、

皆と誌し合って、漕噂するようにいたしよす。

これ迄、末の方て、少蒋,ご得違いのこともご

ざいましたが、只者衛門と高瀬が申し合わせ、

kＪ

１０月５日付けで紳害を頂だき、泰〈拝見い

たしました｡折柄奪え考えしうございますが、

何のご支障もなく、ご機嫌よく鵜過ごしのこ

とを伺いましておめてとうございます。先月

２１．２８日には能のお稽古を蓬ぱしましたとの

こと、ご番付を頂き拝見いたしました。胤次

へも拝見させました。相変わらず切ばかりな

ざっておられるご様子ですね。ご気丈なこと

と存じます。周人の（福函）杢乎へも拝見さ

せました。ご機嫌よく勇ましくお過ごしのこ

とはめてたいことと存じますが、宙返りなど

はなきいませんようにお瀬い申し上げます。

藤野にも寒い時分はお厭いくださいますよう

に。

熊本の筒ロ屋敷にお住まいの弟清艶様も、

先だっては体調が勝れらオｌないとのことてあ

りよしたが、ご全'供なさった歯、おめてとう

ございます。能のお稽舌の時は、二の丸の弟

興彰様もお出て蓬ぱさ紋よしたとのこと、ご

兄弟お揃いになり、皆様お元気て、おめでた

いことと存じます。

江戸ては、白金下屋敷の静証院様もご機嫌

』
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うございます。昼間は乳を飲むのも忠糺遊

ん‐ておられます。倉鷲のよく分かり、続き歌

などを歌うことができるようになりました。

何事か気に入らない時は、私の側に来たいと

いうことて魁乳母よりも穂を慕ってくれます。

裁駆しおらしいことで、その気持ちを大切に

しています。

豪次は大変腕白てす。牛を添えますと歩く

ことが出釆るようになりました。

私は、外Ｉ二慰みがありませんのて、子供達

によってきぎれています。昼寝・うたた寝な

どは一向致しません。そんなことをしました

ならば、斧が大変嫌いますのて、斧の遊遜に、

私も浄か叔まして、何より⑳楽しみてござい

ます。その様子を御覧に入れたいと申し上げ

る次第でございます。

簾本は、震気が強く、薄氷も張りよしたと

のこと、その後はそうてもないとのことてご

ざいますが､今頃は釦何てございきしょうか。

江戸も琴え吟えしい二とて、当月５日には

初雪も降り典した。日増しに段今えが強くなり

ました。

お風邪ても客しませんように、お願い〈だ

箸いまして、御機嫌よくお過ごしくださいよ

すように。

千大左衛門はじめ、比井・嘉門へも、恐れ

入りますが、よろしくお伝え〈だざい生すよ

うお願い申し上げます。

（追伸）

こちらても、変わりなく碁らしております。

どうぞ、ご’埋配なく。

世誌をしてくれ、奥向きもよぼど締まってき

ました。

次右衛門は、なじみの者でございますのて、

随分、親切に世諾をしてくれますのて、喜ん

ております。（成瀬）尉内は、ますます年寄

り、時々は持病で引き窪む二ともございます。

次右衛門がよくして<救ますのて､私臓じめ、

皆大変喜んで膳ります。

然し、胤次の河岸答を２人で勤めることは

気の毒に遥います。河岸響にもどうぞ良い者

をお付けくださいますようお願い申し上げき

す。

今度の省喀のお書付のご様子では、御箭様

も、ざぞ、お趣遣い・お世誌遊ばしましたこ

とと存じます。お察し申し上〈ずます。及ばず

ながら、私も世誌いたしますが、私の了凡て

は、行き届かないことて、つまらないことば

かりてございます。何事も、江戸にお着きに

なりよした上で、何かとお伺いしたいとお待

ち申し上げます。

熊本ても、淋しいことて、お月見も年忘れ

会もなぎいませんとのこと、こちらても、同

様にしたいと存じます。

先だっては、水命寺へお出てなさいきした

と”こと、この時も手軽<なぎい全したとの

こと、ご尤ものことと存じます。

こちらても、一向、お酒をのむこともござ

い望せん。仏寿院・栄元なども一度もお呼び

していません。お呼びすれば、あまり粗末に

もできませんのて゜そめ上、前々と違い、私

もお酒を頂きませんので、難しいと駐い、お

招きもしていません。

１胤次は丈夫で、物事についての了簡もよ

く、六人し〈稽古車に総んでおられます。相

変わらず、しおらしくいたしておら紋ます゜

私が少し瀬の様子てありますと、河岸今↓ﾆ来

るよう仁とお世話ざイ(ます゜元気の様子艇大

変寡んていよす。

斧・豪次も、随分大夫でございきす。斧は

淡き出物も少しも出来ず、管掌の食べ方もよ

…

峰

この手紙でわかることは、次の通りである。

①熊本の重賢の動静

②熊本からの贈り物

③江戸下屋敷の静証院のこと

④妹三千姫の主人安藤大和守の体調

⑤熊本からの省略の通知

⑥江戸上屋敷の奥付の家臣達のこと

⑦胤次・斧・豪次３人の子供達の様子

Ｊ１



東光原nDAcoge〃

なお、子供の生年月日は以下の通りである。

胤次宝暦９年(1759）４月２５日熊本にて誕生

斧明和２年(1765）９月１３日江戸にて誕生

豪次明和４年(1767）９月８日江戸にて誕生

夫人の定付となった。なお、明和５年11月２８日病

死とあるので､最期までご奉公したことがわかる。

（３）木村只右衛門先祖は江州彦根の産で、杉

山検校の弟子で、綱利生母清高院付として鍼のご

用を勤めた。父は具付であった。当只右衛門は寛

延３年から重賢夫人付となった。

（４）成瀬尉内先祖は徳川家康に仕え、徳)||忠

直付、後お暇、池田光政に仕える。初代は、紀州

家に仕え、後、久我家に仕え、正徳元年具付。尉

内は２代目で、はじめ具付、具没後は熊本・江戸

御裏勤めをし､寛延３年から重賢夫人付となった。

明和５年は72歳である。

なお、仙寿院は将軍家治付の奥医師河野通頼で

ある。栄元は将軍家治付の奥医師吉田忠祝か兼康

弘道のいづれかであろう。

５奥付の家臣達

（１）福田杢平先祖は備前国で宇喜田秀家に仕

え、秀家没落後、丹後国で細川忠興に召出され、

豊前入国後200石拝領。杢平は６代目で、寛延元

年御小姓組、宝暦６年用人となった。

（２）樋口元賀先祖は筑後の者で、肥後国に来

て町医をしていたが、寛文元年新田支藩主利重に

医師として召出され、元禄17年具付となった。当

元賀は、３代目で、京都で具付医師として召出さ

れ、具没後は江戸定詰めとなった。寛延３年重賢

』

ｶﾐわぐちやすこ附属図書館客員教授

鱸
』
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